 ２ 平成16年度 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は4,117万8千人、前年度比95.9％、シェアは30.6％。

・宿泊客数は1,202万6千人、前年度比95.0％、シェアは62.4％。

	
	・夏の海水浴客は冷夏・長雨だった前年と比較して前年度比127.4％（約34万人の増）となった。
・10月、11月は台風の影響により大幅に減少した。
・花関連の施設・イベントで入込みが減少した。

	富  士
	・観光交流客数は2,298万人3千人、前年度比96.0％、シェアは17.1％。

・宿泊客数は125万7千人、前年度比104.4％、シェアは6.5％。

	
	・富士登山者数（新五合目への入込み数）は３市町の合計で414千人となり、冷夏・長雨だった前年と比較して、前年度比 142.3％（約12万人の増）となった。
・観光交流客数の減少の要因は、富士スピードウェイが改修作業により大部分の施設を休業したことや、富士宮の道の駅の集計方法の変更によるものと考えられる。

	駿  河
	・観光交流客数は2,634万人、前年度比109.9％、シェアは19.6％

・宿泊客数は144万7千人、前年度比103.5％、シェアは7.5％。

	
	・日本平パークウェイが無料化され、日本平への入込みが増加した。
・大道芸ワールドカップは、天候に恵まれなかった前年と比較して、大幅に増加した。

	奥大井
	・観光交流客数は102万2千人、前年度比106.9％、シェアは0.8％。

・宿泊客数は8万3千人、前年度比96.0％、シェアは0.4％。

	
	・宿泊客数は減少傾向にあり、３町全てで前年を下回った。
・新たに寸又渓谷への入込みを追加したため、観光交流客数は増加した。

	西駿河
	・観光交流客数は935万3千人、前年度比112.2％、シェアは7.0％。

・宿泊客数は69万2千人、前年度比96.0％、シェアは3.6％。

	
	· 島田の帯まつりや藤枝の飽波神社大祭等の開催年であったことから、観光交流客が増加した。
· 相良・榛原では、冷夏・長雨だった前年と比較して海水浴客が大幅に増加した。地域全体では前年度比141％。（28万人の増）

	中東遠
	・観光交流客数は1,272万７千人、前年度比97.3％、シェアは9.5％。

・宿泊客数は100万3千人、前年度比94.2％、シェアは5.2％。

	
	· 神社・仏閣等の施設で減少傾向が続いている。
· 宿泊施設の閉鎖が影響し、御前崎の宿泊客数が大幅に減少した。

	西  遠
	・観光交流客数は1,890万人1千人、前年度比133.8％、シェアは14.1％。
・宿泊客数は272万9千人、前年度比111.7％、シェアは14.2％。

	
	· ４月～１０月にかけて浜名湖花博が開催され、前年を大きく上回った。
· 花博の影響により、テーマパーク型の観光施設の入込み客数は減少したが、花博に訪れた人の立ち寄りにより、入込み客数が増えた施設もあった。

	北  遠
	・観光交流客数は190万7千人、前年度比95.5％、シェアは1.4％。
・宿泊客数は3万9千人、前年度比59.5％、シェアは0.2％。

	
	· 夏場の川遊びは昨年に比べ増加したものの、多くのキャンプ場で前年を下回った。









